
令和４年太宰府市議会第１回（３月）定例会 議事日程 

≪ 第 ４ 日 ≫ 

令和４年３月１０日（木）午前１０時開議 

 

      再 開 宣 告 

日 程 第 １    一 般 質 問    （下記、一般質問者及び質問項目一覧表のとおり） 

          散 会 宣 告 

 

記 

 

一般質問者【個人質問】及び質問項目一覧表  

順位 
質 問 者 

【議席番号】 
質   問   項   目 

１ 
原田 久美子 

【12】 

１ 高齢者のためのベンチの設置について 

高齢化が進む中、高齢者に優しい施策について２点伺う。 

（１）御笠川沿いを散歩中の高齢者が休憩するために、ベンチをより充

実させることはできないか。 

（２）バス停にベンチを設置できないか。 

 

２ 本市の防災士の状況について 

他の自治体では防災士の資格取得のために助成金を出されている。

本市の状況について２点伺う。 

（１）資格取得者数 

（２）資格を取得された理由 

 

２ 
徳永 洋介 

【８】 

１ 本市の踏切整備計画について 

土井・中道踏切整備計画の現状と方向性について伺う。 

 

２ 第５次太宰府市障がい者プランについて 

（１）障がいのある児童・生徒の状況について伺う。 

  ①特別支援学級在籍者数の推移 

（２）療育と教育の充実について伺う。 

  ①療育と発達支援体制の現状と課題 

  ②幼児期・学齢期の支援体制の現状と課題 

  ③教育施設のバリアフリー化の推進状況と方向性 

 

３ 
長谷川 公成 

【16】 

１ 高雄交差点の安全確保と右折矢印信号の設置について 

（１）民地に建物が建設され、歩道幅やたまり場が狭くなったことで通

行しにくくなり危険性が高くなっている。歩行者の安全確保のため

抜本的な見直しが必要と考えるが見解を伺う。 

（２）高雄交差点の右折矢印信号設置の検討を要望していたが、協議等

されたのか伺う。 

 

２ コロナ禍における学習の遅れやオンライン授業について 

（１）コロナウイルスオミクロン株がまん延し、ワクチン接種対象外の

低年齢層に感染拡大している。学級閉鎖や濃厚接触者になり出席停 



３ 
長谷川 公成 

【16】 

止になっている児童、生徒の学習の遅れについて教育委員会の見解

を伺う。 

（２）濃厚接触者になった児童・生徒に昨年導入されたオンライン授業

は行われているのか現状を伺う。 

 

４ 
神武 綾 

【13】 

１ 農業政策について 

全国的に農業従事者の減少、耕作放棄地の増加が進んでおり、本市

においても例外ではないと考える。 

農業振興及び担い手育成の現状と計画について伺う。 

 

２ 多様な育ちの場の提供について 

学校に行きづらい子ども、行かなくなる子どもたちが増えている。

学校に行かずとも、１人１人に寄り添った学びを保障するために以

下のことについて伺う。 

（１）相談窓口について 

（２）学びの場の充実について 

（３）情報共有について 

 

５ 
堺  剛 

【10】 

１ 将来を見据えた行財政運営の在り方について 

（１）市役所内部の経費節減や外郭団体改革等、本市の将来を見据えた

行財政運営の見通しについて伺う。 

（２）都市計画の在り方について市の現状認識と見解を伺う。また、民

間によるマンション建設や宅地開発及び県の保健環境研究所移転

の影響について伺う。 

（３）監査事務報告書に対する認識と是正課題について伺う。 

 

６ 
森田 正嗣 

【４】 

１ 高齢者の暮らしに関連する政策について 

（１）コロナ感染による高齢者死亡率が顕著になっている。リハビリセ

ンター、グループホーム、介護施設等のスタッフに対する市の感染

予防策について伺う。 

（２）高齢者の食品買入れを助ける取り組みについて伺う。 

（３）高齢者が外出する際に、コミュニティバスが使われていない事実

があり、赤字経営の一因ともなっている。外出を助ける対策につい

て伺う。 

（４）高齢者の住まいを商店、病院の多い地域に設定していくような都

市計画について伺う。 

（５）人生100年時代を迎えたといわれる昨今、身体能力、精神能力の

消失、減退を見据えた個々人の人生設計が必要と考える。市はどの

ような政策を用意しているのか伺う。 

 

２ 太宰府市自治基本条例の具体化について 

  太宰府市自治基本条例につき、令和３年に開催された改正検討審議

会において、条例を具体化した取り組みが少なく、条例の改正を検

討するに至らないという結論が答申された。 

市長は、この結果をどう受け止めているのか。また、具体化するに

あたり、計画と進行順序について見解を伺う。 

 



７ 
陶山 良尚 

【14】 

１ コロナ後を見据えた観光戦略について 

福岡県における新型コロナウイルスの初の感染確認から２年が経

過しようとしている。この影響で本市観光を取り巻く状況も先が見

えず、厳しいものがある。しかしながら、コロナ禍の今だからこそ

これまでとは違った戦略で、観光政策を推進し、将来に向けてまち

づくりを検討していく時だと考え、３点について伺う。 

（１）コロナ禍における本市観光の現状について 

（２）観光推進基本計画に基づく観光戦略について 

（３）将来を見据えた観光都市としての在り方、まちづくりについて 

 

８ 
今泉 義文 

【３】 

１ コロナ禍での市民支援について 

新型コロナウイルスの新規感染者数が少しずつ減少しているとは

言え、太宰府市ではまだ高止まりの状況だと認識している。自宅療

養者が増えている中での生活物資の支援状況について伺う。 

 

２ 教育環境改善について 

  日本では、色覚異常の方が、男性の20人に１人、女性では500人に

１人の割合といわれている。教育環境改善の観点から２点伺う。 

（１）学校での色覚検査実施状況について 

（２）色覚チョーク導入について 

 

３ まほろば令和体操について 

  太宰府市長寿クラブ連合会（太寿連）の福祉大会で、「まほろば令

和体操」が紹介された。介護予防や地域コミュニケーションに役立

つと考えられることから、２点について伺う。 

（１）DVD の配布状況、指導依頼について 

（２）宣伝方法について 

 

９ 
笠利 毅 

【11】 

１ 施政方針をゼロカーボンシティ宣言の立場から問う 

太宰府市は昨年気候非常事態ゼロカーボンシティ宣言を行なった。

期限目標と数値目標のある宣言だが、行政と市民の意識改革の宣言

という性格もある。 

令和４年度の本市の主な取り組みに、どのように宣言が意識されて

いるのかを伺う。 

 

 


